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令和８年度 第１回 東部中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開催日時   令和８年５月７日（木） 10時３０分から1２時００分まで 

 

２ 開催場所   東部中学校 ３階会議室 

 

３ 出席委員   寺田 良太郎、鈴木 敏郎、田中 茂廣、津川 あけみ、川合 裕美、 

渡辺 雅子、鈴木 謙誌 

 

４ 欠席委員   森重 勝博、平良 賢一 

 

５ オブザーバー  神谷 匠（東部協働センター コミュニティ担当） 

 

６ 学   校  大城 定則（校長）、高橋 知己（教頭）、髙野 雄太（主幹教諭）、 

中山 敬太（生徒指導主事）、池田 未来（ＣＳディレクター） 

 

７ 傍 聴 者  １人 

 

８ 会議録作成者  ＣＳディレクター 池田 未来 

 

９ 会長の選出及び副会長の指名 

司会から、会長の選出について委員に意見を求めたところ、複数の委員から寺田委員

を会長に推挙する旨の発言があり、全員異議なくこれを承認した。また、その後、会長

に選任された寺田委員から、田中委員を副会長に指名する旨の報告があった。 

 

10 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、渡辺委員が本日の議長を

務めることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

 

11 協議事項  

（１）令和８年度学校運営基本方針の説明 

（２）いじめ防止等のための基本的な方針の説明 

（３）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

 

12 会議記録 

  司会から、委員総数９人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議が

成立している旨の報告があった。 
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（１） 令和８年度学校運営基本方針の説明 

議長の指示により、大城校長から、資料に基づき令和８年度学校運営基本方針につい

ての説明があり、委員から以下の発言があった。 

 

・ チーム担任制の心配な点は、困ったときに誰に相談すればよいのか？ということ。

（鈴木敏委員） 

→ 担任に関わらず、その相談事に対して学年の中で１番把握している教員が対応す

ることになっている。（大城校長） 

・ チーム担任制を導入当時、生徒や保護者は戸惑いがあり、学校運営協議会の中で

もよく話し合いが行われた。しかし現在は概ね理解されていると思う。（渡辺委員） 

・ チーム担任制は自身の子供を通して経過を見ているが、受験前には担任を固定す

るなど年々改善されてきており、今後も良い形になっていくと思う。方針の中で

気になる点は、ＡＩの発達などにより環境が変化していく中で、先生方は大変だ

と思うが、それらに対応していってほしいということ。（鈴木謙委員） 

・ 現代は子供の数も減り核家族や高齢化が進んで地域のつながりが希薄である。ボ

ランティア活動や学校の体験学習などは地域の福祉活動につながるのではないか。

地域と共に生きる社会（共生社会）を目指している。（津川委員） 

・ 地域のご高齢の方から伺った話で、東部中の生徒から声をかけられ、買い物先の

スーパーまで付き添ってくれたとのこと。学校で関わる活動があるとそのような

行動につながるのでは、と思った。（渡辺委員） 

・ 認知症サポーター講座を開催する学校も増えている。検討してみては。（津川委員） 

・ 中学生の頃からボランティア活動をしていると、いろいろな物事を真剣に考え、

人との関わりを学ぶ、広い目で見た教育になると思う。（田中委員） 

・ ボランティア活動や学校活動の上で、責任の所在をはっきりさせて、学校が真に

必要とするものを見極めて事故のないように運営していってほしい。（寺田委員） 

 

協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

（２）いじめ防止等のための基本的な方針の説明 

議長の指示により、中山生徒指導主事から、別紙資料に基づきいじめ防止等のため

の基本的な方針について説明があった。 

 

（３）夢育やらまいか事業に対する意見書について 

議長の指示により、高橋教頭から、夢育やらまいか事業に対する意見書について説

明があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

 

 その他報告事項等 

   司会から、次回会議は、令和８年１１月１７日（火）10時30分から当会議室で開

催する旨の報告があった。 


